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ことから白

しまれてい
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身振り手振
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で鬼が近寄れな

葉のトゲに触れ
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…トゲのない柊

った葉ですが、

きます。そして
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が低いため、草
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それぞれの前
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豆まきの由
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形民俗文化財

振りの無言劇
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のトゲが鬼の目
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れると「ヒリ

柊があるのを

、やがて立派
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草食動物に食

食べられる心

月 3日

つぶん）」で
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次第に節分と
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節分は大晦
いな）」の行事
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豆をまくの
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た頃からトゲの

丸くなる」と言

いよう、尖った

ため、トゲがな

節分”～

は季節が変わ
日本では立

の節分のみを

、平安時代の
ていました。
着したと言わ

「魔滅（まめ
告げによって
＝まめ）」に

か、一家の
を免れ、病気
ません。なぜ
る」は「射る
たり、この
最後は、その

にあたる「吉田

で、厄除節分

壬
み

 生
ぶ

 寺
でら

の寺としても

分厄除大法会が

塚と呼ばれ、
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にならず健康
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葉となるので

なったと伝え

ます。しかし
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陰陽師らによ
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ものとされ
康でいられる
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